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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 牽 引 ロ ー ラ セ ッ ト （ ３ ） 、 牽 引 長 さ 計 測 ロ ー ラ セ ッ ト （ ４ ） 、 前 記 牽 引 ロ ー ラ セ ッ ト （  
３ ） と 前 記 牽 引 長 さ 計 測 ロ ー ラ セ ッ ト （ ４ ） と の 間 に 設 け ら れ た 牽 引 矯 正 機 構 を 備 え る 鉄  
筋 フ ー プ 曲 げ 機 で あ っ て 、 前 記 牽 引 矯 正 機 構 は 少 な く と も ２ つ の 駆 動 ロ ー ラ （ ５ ） と 少 な  
く と も １ つ の 従 動 ロ ー ラ （ ６ ） を 備 え 、 前 記 駆 動 ロ ー ラ （ ５ ） と 前 記 従 動 ロ ー ラ （ ６ ） は  
交 互 に 設 け ら れ 、 隣 接 す る 前 記 駆 動 ロ ー ラ （ ５ ） と 前 記 従 動 ロ ー ラ （ ６ ） の 間 に 鉄 筋 （ １  
０ ） が 挿 通 さ れ る 隙 間 が 設 け ら れ 、
　 前 記 牽 引 矯 正 機 構 は 、 順 次 前 記 牽 引 ロ ー ラ セ ッ ト （ ３ ） と 前 記 牽 引 長 さ 計 測 ロ ー ラ セ ッ  
ト （ ４ ） と の 間 に 設 け ら れ た 第 １ セ ッ ト の 牽 引 矯 正 機 構 （ １ ） 及 び 第 ２ セ ッ ト の 牽 引 矯 正  
機 構 （ ２ ） を 備 え 、 前 記 第 １ セ ッ ト の 牽 引 矯 正 機 構 （ １ ） に お け る 前 記 鉄 筋 （ １ ０ ） の 運  
動 経 路 と 前 記 第 ２ セ ッ ト の 牽 引 矯 正 機 構 （ ２ ） に お け る 前 記 鉄 筋 （ １ ０ ） の 運 動 経 路 と の  
間 は 、 非 ゼ ロ 夾 角 を な す よ う に 設 け ら れ 、
  少 な く と も １ セ ッ ト の 矯 正 ・ 精 密 調 整 ロ ー ラ セ ッ ト （ ７ ） と 、 筐 体 （ ８ ） と 、 を さ ら に  
備 え 、
  前 記 矯 正 ・ 精 密 調 整 ロ ー ラ セ ッ ト （ ７ ） は 、 位 置 が 鉛 直 方 向 に 調 整 可 能 で あ る よ う に 前  
記 第 ２ セ ッ ト の 牽 引 矯 正 機 構 （ ２ ） と 前 記 牽 引 長 さ 計 測 ロ ー ラ セ ッ ト （ ４ ） と の 間 に 設 け  
ら れ 、 少 な く と も ２ つ の 精 密 調 整 駆 動 ロ ー ラ （ ７ １ ） と 、 少 な く と も １ つ の 精 密 調 整 従 動  
ロ ー ラ （ ７ ２ ） と 、 押 し 締 め ス ラ イ ダ （ ７ ３ ） と 、 を 備 え 、
  前 記 精 密 調 整 駆 動 ロ ー ラ （ ７ １ ） と 前 記 精 密 調 整 従 動 ロ ー ラ （ ７ ２ ） は 、 交 互 に 配 置 さ  

請求項の数　5　（全8頁）
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れ 、
  前 記 精 密 調 整 従 動 ロ ー ラ （ ７ ２ ） は 、 前 記 押 し 締 め ス ラ イ ダ （ ７ ３ ） に 取 り 付 け ら れ 、  
前 記 押 し 締 め ス ラ イ ダ （ ７ ３ ） は 、 前 記 筐 体 （ ８ ） に 取 り 付 け ら れ 、 且 つ 、 前 記 筐 体 （ ８  
） に 沿 っ て 鉛 直 方 向 に 運 動 す る よ う に 構 成 さ れ 、
  各 前 記 精 密 調 整 駆 動 ロ ー ラ （ ７ １ ） に は 、 前 記 鉄 筋 （ １ ０ ） が 挿 通 さ れ る ２ つ の 凹 溝 （  
７ ４ ） が 設 け ら れ 、
  前 記 精 密 調 整 従 動 ロ ー ラ （ ７ ２ ） は 、 ２ つ の 前 記 凹 溝 （ ７ ４ ） と そ れ ぞ れ 対 応 す る ２ つ  
の サ ブ 従 動 ロ ー ラ （ ７ ２ １ ） を 備 え 、
  各 前 記 サ ブ 従 動 ロ ー ラ （ ７ ２ １ ） に は 、 い ず れ も ロ ー ラ 軸 （ ７ ５ ） が 設 け ら れ 、
  前 記 押 し 締 め ス ラ イ ダ （ ７ ３ ） の 数 は 、 ２ つ で あ り 、
  前 記 サ ブ 従 動 ロ ー ラ （ ７ ２ １ ） は 、 そ れ ぞ れ 前 記 ロ ー ラ 軸 （ ７ ５ ） に よ り 前 記 押 し 締 め  
ス ラ イ ダ （ ７ ３ ） に 取 り 付 け ら れ 、
  前 記 ２ つ の 押 し 締 め ス ラ イ ダ （ ７ ３ ） は 、 互 い に 独 立 し て 前 記 筐 体 （ ８ ） に 取 り 付 け ら  
れ 、 か つ 前 記 筐 体 （ ８ ） に 沿 っ て 鉛 直 方 向 に 運 動 す る よ う に 構 成 さ れ る 、
鉄 筋 フ ー プ 曲 げ 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 精 密 調 整 従 動 ロ ー ラ （ ７ ２ ） の 中 心 と 前 記 第 ２ セ ッ ト の 牽 引 矯 正 機 構 （ ２ ） に お け  
る 前 記 従 動 ロ ー ラ （ ６ ） の 中 心 と は 同 一 の 水 平 面 に 位 置 す る 、
請 求 項 １ に 記 載 の 鉄 筋 フ ー プ 曲 げ 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 駆 動 装 置 、 伝 動 歯 車 （ ５ ２ ） 、 遷 移 歯 車 （ ５ ３ ） を さ ら に 備 え 、 前 記 駆 動 ロ ー ラ （ ５ ）  
に は 駆 動 軸 （ ５ １ ） が 設 け ら れ て お り 、 前 記 駆 動 装 置 は 前 記 牽 引 矯 正 機 構 に お け る い ず れ  
か １ つ の 前 記 駆 動 ロ ー ラ （ ５ ） の 前 記 駆 動 軸 （ ５ １ ） に 接 続 さ れ 、 前 記 伝 動 歯 車 （ ５ ２ ）  
は 前 記 駆 動 軸 （ ５ １ ） に 設 け ら れ 、 前 記 遷 移 歯 車 （ ５ ３ ） は 、 前 記 駆 動 装 置 の 動 力 を 隣 接  
す る 前 記 駆 動 ロ ー ラ （ ５ ） に 伝 達 す る た め に 、 前 記 伝 動 歯 車 （ ５ ２ ） と 噛 み 合 っ て 伝 動 す  
る よ う に 構 成 さ れ る 、
請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 鉄 筋 フ ー プ 曲 げ 機 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 駆 動 装 置 は 、 モ ー タ （ ９ １ ） 、 第 １ の 同 期 プ ー リ （ ９ ２ ） 、 同 期 ベ ル ト （ ９ ３ ） 及  
び 第 ２ の 同 期 プ ー リ （ ９ ４ ） を 備 え 、 前 記 同 期 ベ ル ト （ ９ ３ ） は 前 記 第 １ の 同 期 プ ー リ （  
９ ２ ） と 前 記 第 ２ の 同 期 プ ー リ （ ９ ４ ） の 外 側 に 巻 き 付 き 、 前 記 第 ２ の 同 期 プ ー リ （ ９ ４  
） は 前 記 モ ー タ （ ９ １ ） の 出 力 軸 に 取 り 付 け ら れ る よ う に 設 け ら れ 、 前 記 第 １ の 同 期 プ ー  
リ （ ９ ２ ） に 牽 引 主 軸 （ ９ ５ ） が 設 け ら れ 、 前 記 第 １ の 同 期 プ ー リ （ ９ ２ ） は 前 記 牽 引 主  
軸 （ ９ ５ ） に よ り 前 記 牽 引 矯 正 機 構 に お け る い ず れ か １ つ の 前 記 駆 動 ロ ー ラ （ ５ ） の 前 記  
駆 動 軸 （ ５ １ ） に 接 続 さ れ る 、
請 求 項 ３ に 記 載 の 鉄 筋 フ ー プ 曲 げ 機 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ の 同 期 プ ー リ （ ９ ２ ） の 直 径 は 前 記 第 ２ の 同 期 プ ー リ （ ９ ４ ） の 直 径 よ り も 大  
き い 、
請 求 項 ４ に 記 載 の 鉄 筋 フ ー プ 曲 げ 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 願 は 、 鉄 筋 の 加 工 装 置 の 技 術 分 野 に 関 し 、 例 え ば 、 鉄 筋 フ ー プ 曲 げ 機 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
鉄 筋 フ ー プ 曲 げ 機 は 、 原 材 料 で あ る ワ イ ヤ ー ロ ッ ド 線 材 鉄 筋 を 異 な る 形 状 の フ ー プ 筋 に 曲  
げ る 自 動 加 工 装 置 で あ り 、 都 市 建 設 、 軌 道 及 び 交 通 建 設 な ど の 分 野 で 広 く 応 用 さ れ て い る  
。 図 １ に 示 す よ う に 、 関 連 技 術 に お け る 鉄 筋 フ ー プ 曲 げ 機 は 、 左 か ら 右 へ 順 次 設 け ら れ た  
水 平 矯 正 装 置 １ ０ ０ 、 牽 引 機 構 ２ ０ ０ 、 縦 方 向 矯 正 機 構 ３ ０ ０ 、 切 断 機 構 ４ ０ ０ お よ び 曲  
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げ 機 構 ５ ０ ０ を 含 み 、 こ こ で 、 牽 引 機 構 ２ ０ ０ は 、 ２ セ ッ ト の パ ワ ー ロ ー ラ ２ ０ １ と ２ セ  
ッ ト の ピ ン チ ロ ー ラ ２ ０ ２ を 備 え て お り 、 ２ セ ッ ト の ピ ン チ ロ ー ラ ２ ０ ２ の 中 の 切 断 機 構  
４ ０ ０ に 近 い ピ ン チ ロ ー ラ ２ ０ ２ は 、 長 さ を 計 測 す る 機 能 を 兼 ね て い る た め 、 長 さ 計 測 ロ  
ー ラ ２ ０ ３ と も 呼 ば れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
作 業 時 に 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 通 常 ２ 本 の 鉄 筋 １ ０ は ２ セ ッ ト の パ ワ ー ロ ー ラ ２ ０ １ と ピ  
ン チ ロ ー ラ ２ ０ ２ の 間 の 凹 溝 内 に そ れ ぞ れ 挿 通 さ れ 、 ピ ン チ ロ ー ラ ２ ０ ２ は 鉄 筋 １ ０ を パ  
ワ ー ロ ー ラ ２ ０ １ に 押 し 締 め 、 鉄 筋 １ ０ と パ ワ ー ロ ー ラ ２ ０ １ と の 間 の 摩 擦 力 に よ っ て 材  
料 を 送 る 。 ２ 本 の 鉄 筋 １ ０ 自 体 の 直 径 の 偏 差 （ 図 ３ に 示 す よ う に 、 ピ ン チ ロ ー ラ ２ ０ ２ を  
押 し 下 げ る と 、 右 側 の 鉄 筋 １ ０ は 押 し 締 め ら れ る が 、 左 側 の 鉄 筋 １ ０ は 押 し 締 め ら れ な い  
） あ る い は リ ブ 付 き 鉄 筋 １ ０ 自 体 の リ ブ に よ り 、 作 業 に お い て ２ 本 の 鉄 筋 １ ０ の う ち の 少  
な く と も １ 本 が 、 押 し 締 め ら れ な い こ と に 起 因 し て 滑 り 、 鉄 筋 １ ０ と パ ワ ー ロ ー ラ ２ ０ １  
に 擦 り 傷 を 付 け 、 ピ ン チ ロ ー ラ ２ ０ ２ と パ ワ ー ロ ー ラ ２ ０ １ の あ ま り に も 速 い 損 傷 を 招 く  
可 能 性 が あ る 。 ２ 本 の 鉄 筋 １ ０ の う ち の 少 な く と も １ 本 の 鉄 筋 １ ０ の 滑 り や 、 あ る い は ２  
本 の 鉄 筋 １ ０ の 滑 り の 程 度 が 違 う た め 、 ２ 本 の 鉄 筋 １ ０ が 前 進 す る 時 に 同 期 し な く 、 こ れ  
に よ り 寸 法 偏 差 が 大 き く な り 、 加 工 さ れ た 鉄 筋 １ ０ の 長 さ の 誤 差 が 大 き く な っ て し ま う 。  
ま た 、 当 該 鉄 筋 フ ー プ 曲 げ 機 の 加 工 工 程 に お い て 、 鉄 筋 １ ０ に は ね じ れ が 発 生 し や す く 、  
ね じ れ 方 向 は 図 ４ に お け る 矢 印 付 き 曲 線 で 示 す と お り で あ り 、 製 品 の 美 観 や 製 品 販 売 に 影  
響 を 及 ぼ し 、 経 済 的 な 効 率 が 低 い 。 ピ ン チ ロ ー ラ ２ ０ ２ の 押 し 締 め 力 を 増 や す と 滑 り 現 象  
を 減 少 で き る が 、 鉄 筋 １ ０ が お さ れ て 損 傷 し た り 、 押 し 潰 さ れ て し ま う 。 同 時 に 、 過 大 な  
押 し 締 め 力 は 、 ピ ン チ ロ ー ラ ２ ０ ２ 、 パ ワ ー ロ ー ラ ２ ０ １ 、 支 持 軸 受 な ど の 構 造 の あ ま り  
に も 速 い 損 傷 を 招 く 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 願 は 、 鉄 筋 の 滑 り を 防 止 で き る 鉄 筋 フ ー プ 曲 げ 機 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
一 実 施 例 は 、 牽 引 ロ ー ラ セ ッ ト 、 牽 引 長 さ 計 測 ロ ー ラ セ ッ ト 、 前 記 牽 引 ロ ー ラ セ ッ ト と 前  
記 牽 引 長 さ 計 測 ロ ー ラ セ ッ ト の 間 に 設 け ら れ た 牽 引 矯 正 機 構 を 備 え る 鉄 筋 フ ー プ 曲 げ 機 で  
あ っ て 、 前 記 牽 引 矯 正 機 構 は 少 な く と も ２ つ の 駆 動 ロ ー ラ と 少 な く と も １ つ の 従 動 ロ ー ラ  
を 備 え 、 前 記 駆 動 ロ ー ラ と 前 記 従 動 ロ ー ラ は 交 互 に 設 け ら れ 、 隣 接 す る 前 記 駆 動 ロ ー ラ と  
前 記 従 動 ロ ー ラ の 間 に 鉄 筋 が 挿 通 さ れ る 隙 間 が 設 け ら れ る 、 鉄 筋 フ ー プ 曲 げ 機 を 提 供 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 図 １ 】 関 連 技 術 に お け る 鉄 筋 フ ー プ 曲 げ 機 の 構 造 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に お け る Ｃ － Ｃ 方 向 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に お け る Ｄ 箇 所 の 部 分 構 造 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 関 連 技 術 に お け る 鉄 筋 フ ー プ 曲 げ 機 で の 鉄 筋 の ね じ れ 方 向 の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 願 の 一 実 施 例 に 係 る 鉄 筋 フ ー プ 曲 げ 機 の 構 造 模 式 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 願 の 一 実 施 例 に 係 る 鉄 筋 フ ー プ 曲 げ 機 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ５ に お け る Ａ － Ａ 方 向 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ５ に お け る Ｂ － Ｂ 方 向 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 願 の 一 実 施 例 に 係 る 鉄 筋 が 鉄 筋 フ ー プ 曲 げ 機 で 前 進 す る 時 の 形 状 模 式 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 実 施 例 は 、 鉄 筋 フ ー プ 曲 げ 機 を 開 示 す る 。 図 ５ ～ 図 ９ に 示 す よ う に 、 該 鉄 筋 フ ー プ 曲 げ  
機 は 、 牽 引 ロ ー ラ セ ッ ト ３ と 牽 引 長 さ 計 測 ロ ー ラ セ ッ ト ４ を 備 え 、 牽 引 ロ ー ラ セ ッ ト ３ と  
牽 引 長 さ 計 測 ロ ー ラ セ ッ ト ４ の 間 に 牽 引 矯 正 機 構 が 設 け ら れ 、 牽 引 矯 正 機 構 は 少 な く と も  
２ つ の 駆 動 ロ ー ラ ５ と 少 な く と も １ つ の 従 動 ロ ー ラ ６ を 備 え 、 駆 動 ロ ー ラ ５ と 従 動 ロ ー ラ  
６ と は そ れ ぞ れ 鉄 筋 １ ０ の 両 側 に 位 置 し 且 つ 交 互 に 設 け ら れ 、 鉄 筋 １ ０ は 隣 接 す る 駆 動 ロ  
ー ラ ５ と 従 動 ロ ー ラ ６ と の 間 に 挿 通 さ れ る 。 牽 引 ロ ー ラ セ ッ ト ３ 、 牽 引 長 さ 計 測 ロ ー ラ セ  



10

20

30

40

50

JP 7148711 B2 2022.10.5(4)

ッ ト ４ 及 び 牽 引 矯 正 機 構 は 共 に 筐 体 ８ に 取 り 付 け ら れ 、 筐 体 ８ は フ レ ー ム ４ ０ に 取 り 付 け  
ら れ る 。 一 実 施 例 に お い て 、 牽 引 矯 正 機 構 の 駆 動 ロ ー ラ ５ は 駆 動 軸 ５ １ に よ っ て 筐 体 ８ に  
取 り 付 け ら れ 、 駆 動 軸 ５ １ は 駆 動 装 置 に 接 続 さ れ 、 従 動 ロ ー ラ ６ は 従 動 軸 に よ っ て 筐 体 ８  
に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
駆 動 ロ ー ラ ５ と 従 動 ロ ー ラ ６ は 交 互 に 設 け ら れ 、 鉄 筋 １ ０ を 直 線 状 に 矯 正 す る と 同 時 に 鉄  
筋 １ ０ を 安 定 的 に 牽 引 す る こ と が で き 、 鉄 筋 １ ０ の 滑 り を 防 止 し 、 後 期 の カ ウ ン ト と 計 量  
の 正 確 性 を 向 上 さ せ る 。 牽 引 ロ ー ラ セ ッ ト ３ は 少 な く と も １ ペ ア の 駆 動 ロ ー ラ ５ と 従 動 ロ  
ー ラ ６ を 備 え 、 駆 動 ロ ー ラ ５ と 従 動 ロ ー ラ ６ は 対 向 押 圧 ロ ー ラ 構 造 を 形 成 し 、 鉄 筋 １ ０ の  
糸 通 し と 牽 引 を 容 易 に す る 。 該 鉄 筋 フ ー プ 曲 げ 機 は 、 構 造 が 簡 単 で 合 理 的 で あ り 、 コ ス ト  
が 安 く 、 取 り 付 け や す く 、 作 業 が 安 定 し て お り 、 騒 音 が 小 さ く 、 省 エ ネ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
牽 引 矯 正 機 構 は 、 第 １ セ ッ ト の 牽 引 矯 正 機 構 １ と 第 ２ セ ッ ト の 牽 引 矯 正 機 構 ２ を 備 え 、 第  
１ セ ッ ト の 牽 引 矯 正 機 構 １ に お け る 鉄 筋 １ ０ の 運 動 経 路 と 第 ２ セ ッ ト の 牽 引 矯 正 機 構 ２ に  
お け る 鉄 筋 １ ０ の 運 動 経 路 と は 非 ゼ ロ 夾 角 を な す よ う に 設 け ら れ る 。 図 ９ に 矢 印 で 示 さ れ  
た も の は 、 鉄 筋 １ ０ が 牽 引 と 矯 正 の 工 程 に お い て 登 坂 状 に 移 動 す る 方 向 で あ る 。 す な わ ち  
、 第 １ セ ッ ト の 牽 引 矯 正 機 構 １ の 駆 動 ロ ー ラ ５ の 中 心 を 結 ぶ 線 と 第 ２ セ ッ ト の 牽 引 矯 正 機  
構 ２ の 駆 動 ロ ー ラ ５ の 中 心 を 結 ぶ 線 は 予 め 設 定 さ れ た 角 度 を な す よ う に 配 置 さ れ 、 鉄 筋 １  
０ を 直 線 状 に 矯 正 す る と 同 時 に 鉄 筋 １ ０ を 安 定 的 に 牽 引 で き 、 鉄 筋 １ ０ が 牽 引 さ れ る 時 に  
ね じ れ が 発 生 す る こ と を 防 止 し 、 鉄 筋 １ ０ の 表 面 品 質 を 向 上 さ せ 、 作 業 效 率 を 向 上 さ せ 、  
同 時 に 関 連 技 術 に お け る フ ー プ 曲 げ 機 の 水 平 矯 正 機 構 を 省 く 。
【 ０ ０ １ ０ 】
駆 動 装 置 は 、 牽 引 矯 正 機 構 に お け る い ず れ か １ つ の 駆 動 ロ ー ラ ５ の 駆 動 軸 ５ １ に 接 続 さ れ  
、 図 ７ に 示 す よ う に 、 駆 動 軸 ５ １ に 伝 動 歯 車 ５ ２ が 設 け ら れ て お り 、 伝 動 歯 車 ５ ２ の 一 側  
に 該 伝 動 歯 車 ５ ２ と 噛 み 合 う 遷 移 歯 車 ５ ３ が 設 け ら れ 、 伝 動 歯 車 ５ ２ は 遷 移 歯 車 ５ ３ に よ  
っ て 駆 動 装 置 の 動 力 を 隣 接 す る 駆 動 ロ ー ラ ５ に 伝 達 し 、 伝 動 歯 車 ５ ２ は 筐 体 ８ 内 に 設 け ら  
れ る 。 一 実 施 例 に お い て 、 前 記 の 歯 車 対 に よ っ て 動 力 を 伝 達 す る 構 造 は 、 伝 動 チ ェ ー ン 又  
は 同 期 伝 動 ベ ル ト な ど の 構 造 に 置 き 換 え て も よ く 、 駆 動 力 を 伝 達 す る 作 用 は 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 ５ と 図 ６ に 示 す よ う に 、 駆 動 装 置 は モ ー タ ９ １ 、 第 １ の 同 期 プ ー リ ９ ２ 、 同 期 ベ ル ト ９  
３ 、 第 ２ の 同 期 プ ー リ ９ ４ を 備 え 、 同 期 ベ ル ト ９ ３ は 第 １ の 同 期 プ ー リ ９ ２ と 第 ２ の 同 期  
プ ー リ ９ ４ の 外 側 に 巻 き 付 か れ 、 第 ２ の 同 期 プ ー リ ９ ４ は モ ー タ ９ １ の 出 力 軸 に 取 り 付 け  
ら れ 、 第 １ の 同 期 プ ー リ ９ ２ に 牽 引 主 軸 ９ ５ が 設 け ら れ 、 第 １ の 同 期 プ ー リ ９ ２ は 牽 引 主  
軸 ９ ５ に よ っ て 牽 引 矯 正 機 構 に お け る い ず れ か １ つ の 駆 動 ロ ー ラ ５ の 駆 動 軸 ５ １ に 接 続 さ  
れ る 。 第 １ の 同 期 プ ー リ ９ ２ と 第 ２ の 同 期 プ ー リ ９ ４ に 、 同 期 ベ ル ト ９ ３ の 位 置 ず れ を 防  
止 す る 位 置 決 め 溝 が そ れ ぞ れ 設 け ら れ 、 動 力 伝 達 の 安 定 性 を 保 証 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
第 １ の 同 期 プ ー リ ９ ２ の 直 径 は 第 ２ の 同 期 プ ー リ ９ ４ の 直 径 よ り も 大 き く 、 減 速 の 役 割 を  
果 た し 、 モ ー タ ９ １ の 高 速 回 転 が 駆 動 ロ ー ラ ５ に 伝 達 さ れ る と 比 較 的 低 速 の 回 転 に な り 、  
駆 動 装 置 の ト ル ク を 効 果 的 に 増 大 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
前 記 構 造 に 加 え て 、 鉄 筋 １ ０ の 矯 正 の 品 質 を 向 上 さ せ る た め に 、 鉄 筋 フ ー プ 曲 げ 機 は 、 少  
な く と も １ セ ッ ト の 矯 正 ・ 精 密 調 整 ロ ー ラ セ ッ ト ７ を さ ら に 備 え る 。 図 ５ に 示 す よ う に 、  
矯 正 ・ 精 密 調 整 ロ ー ラ セ ッ ト ７ は 第 ２ セ ッ ト の 牽 引 矯 正 機 構 ２ と 牽 引 長 さ 計 測 ロ ー ラ セ ッ  
ト ４ と の 間 に 設 け ら れ 、 且 つ 、 筐 体 ８ に 取 り 付 け ら れ る 。 異 な る 直 径 の 鉄 筋 １ ０ の 使 用 要  
求 に 適 応 す る た め に 、 矯 正 ・ 精 密 調 整 ロ ー ラ セ ッ ト ７ の 鉛 直 方 向 の 位 置 は 調 整 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
矯 正 ・ 精 密 調 整 ロ ー ラ セ ッ ト ７ は 、 少 な く と も ２ つ の 精 密 調 整 駆 動 ロ ー ラ ７ １ と 少 な く と  
も １ つ の 精 密 調 整 従 動 ロ ー ラ ７ ２ 及 び 押 し 締 め ス ラ イ ダ ７ ３ を 備 え 、 精 密 調 整 駆 動 ロ ー ラ  
７ １ と 精 密 調 整 従 動 ロ ー ラ ７ ２ は そ れ ぞ れ 鉄 筋 １ ０ の 両 側 に 位 置 す る と と も に 、 精 密 調 整  
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駆 動 ロ ー ラ ７ １ と 精 密 調 整 従 動 ロ ー ラ ７ ２ は 交 互 に 配 置 さ れ る 。 図 ８ に 示 す よ う に 、 精 密  
調 整 駆 動 ロ ー ラ ７ １ は 精 密 調 整 駆 動 ロ ー ラ 軸 ７ １ １ に よ っ て 筐 体 ８ に 取 り 付 け ら れ る 。 図  
５ に 示 す よ う に 、 精 密 調 整 従 動 ロ ー ラ ７ ２ の 中 心 と 第 ２ セ ッ ト の 牽 引 矯 正 機 構 ２ に お け る  
従 動 ロ ー ラ ６ の 中 心 と は 同 一 の 水 平 面 に 位 置 し 、 鉄 筋 １ ０ を よ り 平 ら で 真 直 に さ せ る 。 精  
密 調 整 従 動 ロ ー ラ ７ ２ は 、 押 し 締 め ス ラ イ ダ ７ ３ に 取 り 付 け ら れ 、 押 し 締 め ス ラ イ ダ ７ ３  
は 筐 体 ８ に 取 り 付 け ら れ 、 且 つ 、 筐 体 ８ に 沿 っ て 鉛 直 方 向 に 運 動 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
実 際 に 取 り 付 け る 際 に 、 矯 正 ・ 精 密 調 整 ロ ー ラ セ ッ ト ７ と 第 ２ セ ッ ト の 牽 引 矯 正 機 構 ２ と  
は 同 一 の 隣 接 す る 伝 動 歯 車 の 噛 み 合 う 間 隔 に 応 じ て 設 け ら れ て も よ い た め 、 矯 正 ・ 精 密 調  
整 ロ ー ラ セ ッ ト ７ と 第 ２ セ ッ ト の 牽 引 矯 正 機 構 ２ と は 境 界 位 置 に １ つ の 駆 動 ロ ー ラ ５ を 共  
用 す る こ と が で き る 。 一 実 施 例 に お い て 、 矯 正 ・ 精 密 調 整 ロ ー ラ セ ッ ト ７ は 独 立 し て 取 り  
付 け ら れ て も よ く 、 第 ２ セ ッ ト の 牽 引 矯 正 機 構 ２ と の 共 通 部 分 は 発 生 し な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ８ に 示 す よ う に 、 精 密 調 整 駆 動 ロ ー ラ ７ １ に 、 鉄 筋 １ ０ が 挿 通 さ れ た ２ つ の 凹 溝 ７ ４ が  
設 け ら れ 、 精 密 調 整 従 動 ロ ー ラ ７ ２ は 別 体 構 造 を 採 用 し 、 ロ ー ラ の 側 面 に 近 接 し て 設 け ら  
れ た ２ つ の サ ブ 従 動 ロ ー ラ ７ ２ １ を 備 え 、 各 サ ブ 従 動 ロ ー ラ ７ ２ １ に そ れ ぞ れ ロ ー ラ 軸 ７  
５ が 設 け ら れ 、 押 し 締 め ス ラ イ ダ ７ ３ の 数 は ２ つ で あ り 、 各 サ ブ 従 動 ロ ー ラ ７ ２ １ は そ れ  
ぞ れ ロ ー ラ 軸 ７ ５ に よ っ て 対 応 す る 押 し 締 め ス ラ イ ダ ７ ３ に 取 り 付 け ら れ 、 ２ つ の 押 し 締  
め ス ラ イ ダ ７ ３ は 互 い に 独 立 し 、 且 つ 、 い ず れ も 筐 体 ８ に 取 り 付 け ら れ 筐 体 ８ に 沿 っ て 鉛  
直 方 向 に 運 動 で き る 。 二 重 線 鉄 筋 を 加 工 す る 工 程 に お い て 、 １ 本 あ る い は ２ 本 の 鉄 筋 １ ０  
が 垂 れ 下 が る 時 に 、 対 応 す る 側 の サ ブ 従 動 ロ ー ラ ７ ２ １ を 適 切 に 押 し 下 げ る と 、 鉄 筋 １ ０  
は 直 線 に 回 復 す る こ と が で き 、 １ 本 あ る い は ２ 本 の 鉄 筋 １ ０ が 反 り 上 が る 時 に 、 対 応 す る  
側 の サ ブ 従 動 ロ ー ラ ７ ２ １ を 持 ち 上 げ る と 、 鉄 筋 １ ０ は 直 線 に 回 復 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
省 エ ネ の 効 果 を 達 成 し か つ 装 置 の 体 積 を 減 少 さ せ る た め に 、 第 １ セ ッ ト の 牽 引 矯 正 機 構 １  
、 第 ２ セ ッ ト の 牽 引 矯 正 機 構 ２ 、 牽 引 ロ ー ラ セ ッ ト ３ 、 牽 引 長 さ 計 測 ロ ー ラ セ ッ ト ４ 、 矯  
正 ・ 精 密 調 整 ロ ー ラ セ ッ ト ７ は い ず れ も 同 一 の 駆 動 装 置 に よ っ て 駆 動 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 実 施 例 に 係 る 鉄 筋 フ ー プ 曲 げ 機 は 、 材 料 ガ イ ド 機 構 ５ ０ 、 切 断 機 構 ２ ０ 、 曲 げ 機 構 ３ ０  
を さ ら に 備 え 、 こ こ で 、 材 料 ガ イ ド 機 構 ５ ０ は 牽 引 ロ ー ラ セ ッ ト ３ の 一 側 に 設 け ら れ か つ  
鉄 筋 １ ０ を 導 入 す る よ う に 構 成 さ れ 、 切 断 機 構 ２ ０ は 牽 引 長 さ 計 測 ロ ー ラ セ ッ ト ４ と 曲 げ  
機 構 ３ ０ と の 間 に 設 け ら れ る 。 該 鉄 筋 フ ー プ 曲 げ 機 の 動 作 過 程 は 以 下 の と お り で あ る 。 鉄  
筋 １ ０ は 材 料 ガ イ ド 機 構 ５ ０ を 経 由 し て 牽 引 ロ ー ラ セ ッ ト ３ に 到 達 し 、 牽 引 ロ ー ラ セ ッ ト  
３ の 従 動 ロ ー ラ ６ と 駆 動 ロ ー ラ ５ が 係 合 し て 鉄 筋 １ ０ を 押 し 締 め 、 牽 引 矯 正 機 構 の い ず れ  
か １ つ の 駆 動 ロ ー ラ ５ は 駆 動 装 置 の 駆 動 で 回 転 し 、 こ れ に よ り 鉄 筋 １ ０ が 第 １ セ ッ ト の 牽  
引 矯 正 機 構 １ と 第 ２ セ ッ ト の 牽 引 矯 正 機 構 ２ に 入 る よ う に 牽 引 さ れ 、 鉄 筋 １ ０ は 交 互 に 配  
置 さ れ た 駆 動 ロ ー ラ ５ と 従 動 ロ ー ラ ６ の 間 で 自 動 糸 通 し を 完 成 し 、 鉄 筋 １ ０ に 必 要 な 矯 正  
長 さ の 値 を 設 定 し 、 モ ー タ ９ １ を 起 動 し 、 同 期 ベ ル ト ９ ３ が 動 力 を 伝 達 す る こ と に よ り 牽  
引 主 軸 ９ ５ を 回 転 す る よ う に 連 行 し 、 牽 引 主 軸 ９ ５ は 伝 動 歯 車 ５ ２ と 遷 移 歯 車 ５ ３ と の 噛  
み 合 い に よ り 駆 動 軸 ５ １ を 回 転 す る よ う に 連 行 し 、 こ れ に よ り 全 て の 駆 動 ロ ー ラ ５ の 同 期  
回 転 を 実 現 し 、 矯 正 し た 鉄 筋 １ ０ は 順 次 切 断 機 構 ２ ０ と 曲 げ 機 構 ３ ０ に 入 る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 願 は 、 出 願 日 が ２ ０ １ ８ 年 ９ 月 ２ ５ 日 で 、 出 願 番 号 が ２ ０ １ ８ １ １ １ １ ５ ９ ６ ９ ． ８ で  
あ る 中 国 特 許 出 願 に 対 し て 、 優 先 権 の 利 益 を 主 張 す る も の で あ り 、 該 出 願 の 全 て の 内 容 を  
引 用 に よ り 本 願 に 援 用 す る 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】



10

20

30

40

50

JP 7148711 B2 2022.10.5(7)

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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